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研究成果の概要（和文）： 

 アジア、ヨーロッパ、米国における情報倫理教育について調査を行った。調査方法としては、
インターネット調査（米国、中国）、教育担当者や行政の担当者への訪問インタビュー、字幕ビ
デオ付き教材を視聴してもらいその反応の調査等を行った。また、文化的背景の差異を見るた
めに、日常の行動規範とインターネット上での振る舞いの関係を調べるアンケート項目を設計
し予備調査を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We studied the present status of the information ethic education in Asia, Europe and 
the United State.  We adopted the following methods: Internet Research(US and China), 
direct interviews to those who take care of such education, investigation of student’s 
reaction when they watched our information ethic video clips with sub-titles. In order 
to see the effect of each nation’s culture to the internet reaction, we designed a 
questionnaire which reveals the relation between people’s daily behavior and their 
actions on the Internet. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
1990 年代半ばの Web ブラウザの登場，そ
の後の多くのウェブ・アプリの開発と普及に



より，インターネットの利用が多くの国で日
常的なものとなり，その教育もリテラシー教
育の中で取り組まれて来た。その後，1990 年
代半ばのウェブ・ブラウザの登場，それに続
く多くのウェブ・アプリの開発と普及により，
インターネットの利用が多くの国で日常的
なものとなり，インターネットを利用するた
めの教育もパソコンリテラシー教育の中で
取り組まれて来た。 
 
インターネットが大学での活動の不可欠な
インフラとなるにつれ、自らの身を守り、ま
た無知が原因で加害者とならないために、学
生が知っておかなければならないことは多
くなってきた： 
・ネットワーク上でのセキュリティ 
・ワーム型ウィルス 
・スパイウェア 
・HTML メールの危険性 
・ネットワーク上でのコミュニケーション 
・メール 
・掲示板などでのマナー 
・プライバシーの取り扱い 
・ネットワーク上での情報発信 
・著作権、肖像権 
・P2P 
・ウェブアクセシビリティなど 
・情報化社会での生活 
・情報の管理 
・フィッシング 
・架空請求 
・個人情報の問題 
などはその一例であるが、ネットワーク社会
の変貌とともに、身につけるべき内容も変化
していく。 
 
しかし、大学の情報教育の中で、学生が興味
を持ち、授業で利用しやすい教材を個々の大
学、教員が準備することは容易ではない。そ
こで、国立大学情報教育センター協議会とメ
ディア教育開発センターは共同プロジェク
トとして情報倫理教材の開発を行い、本研究
計画の申請者と研究分担者によるタスクフ
ォースが教材の開発を行ってきた。 
 
ビデオクリップ集は，2002 年度，2004 年度，
2007 年度にそれぞれ１つずつ作成した。以
下，それぞれをパート I，パート II，パート 
III と記す。 
 
情報倫理教材を製作した後、教材のユニバー
サルデザイン化（健常者も障碍者も同じよう
に学び生活できる環境構築）として、平成 17
年度の科学研究費萌芽研究で、日本語字幕と
中国語字幕の準備を行った。また、教材の教
育効果を測定し、国内外で研究発表を行って
きた。国外の発表では、英語の字幕を付け、

2005年の米国ACM SIGUCCSでは第２席を
獲得した。 
 
我々は日本での教材しか考えていなかった
が、この字幕版を見た国外の研究者からそれ
ぞれの国でも利用できないかという問い合
わせが相次いだ。特に、韓国で開催された「日
韓情報倫理交流セミナー2006」(主催:韓国コ
ンピュータ教育学会)では先方の強い希望も
あり、韓国語の字幕を付けたものを急遽用意
して教材の紹介を行った。 
 
２． 研究の目的 

 
世界の多くの国がネットワーク社会に入り
つつあり、特にアジアで健全な利用を学生に
行って欲しいと考えている人々は多い。これ
らの人々は我々が国内で開発してきた情報
倫理教材は大きな関心を示している。また、
国内で学ぶ留学生にも十分な情報倫理教育
を提供は重要な課題である。しかし、これま
でに我々が作成したものは、日本語台本の一
部を取りあえず翻訳したものであり、字幕の
文字も不完全なものであった。 
 
また、インターネット技術は同じでも、人々
の情報倫理に対する理解、態度は、各国の歴
史、文化の違いによる違いがあることが予想
される。 
 
そこで本研究計画では、情報倫理の国際化教
材を開発するための予備調査研究として 
 
・諸外国の情報倫理教育、特に教材開発の現
状 
・情報倫理教育を実施するにあたって、国に
よる文化、社会習慣の相違により生じる特異
性 
・情報倫理教材の多言語版を作成する際の技
術的問題 
・教材作成の国際協力の可能性 
の諸点について調査研究を進めることを目
的とした。 
 
３． 研究の方法 

 
具体的には、以下の点を推進する。 
 
・各国の情報教育担当者、研究者にインタビ
ューを行う。 
・これまでに作成したビデオを各国用に字幕
を用意しで提示し、視聴者の反応を調査する。 
・セキュリティ、著作権、ネットワーク犯罪
などについての意識調査アンケートを作成
する。特に、倫理規範、意識はそれぞれの文
化や習慣に依存する部分が大きいと思われ
るので、日常の行動とインターネット上での



行動との関連を調べることのできるアンケ
ートを製作し、その有効性の調査を複数の国
で行う。 
・複数の状況の異なる国を対象に、インター
ネット上で調査を行う。 
・国際協力によって情報倫理教材を作成する
可能性を検討する 
 
４． 研究成果 

 
倫理の背景にはその国の文化，社会構造があ
るため，情報倫理教育も完全にユニバーサル
なものにはなり得ない。例えば，携帯の利用
法や，顔文字，ネットいじめなどは国により
違いが大きいようであり，そのことの理解は
異文化理解という観点からも興味深い。 
 
一方，インターネットは国を超えてしまうた
め，各国がどのような教育を行っているか理
解することは重要であり，また共通の研究課
題として進めうる部分も少なからずあると
思われる。 
 
また，今後さらに増加するアジアからの留学
生たちが，日本で厳しく問題にされる情報倫
理上の注意点について出身国で教育を受け
てこなかったためにトラブルが起こる可能
性もあり，これからの情報倫理教育において
は，留学生教育についても考慮を払っていく
ことが重要である。 
 
諸外国の状況調査のために 
 
訪問調査：ドイツ（ベルリン，アウグスブグ，
ハイデルベルク，ミュンヘン），ベルギー（ブ
リュッセル），スイス（チューリッヒ），オー
ストリア（グラーツ），ハンガリー（ブタペ
スト） 
 
研究交流: 韓国 
 
インターネット調査：米国，中国 
 
国際会議等での聞き取り調査を行った。 
 
訪問調査等のために，情報倫理ビデオのいく
つかのクリップについて英語，韓国語，中国
語，ドイツ語，ハンガリー語の字幕を作成し
た。 
 
まず，欧米では，「情報教育」が大学で行わ
れるべきものとの認識は少ない。これは，利
用の責任は個人でという基本的考え方のた
めと思われる。しかし，ウィキペディアから
の引用を題材としたクリップはドイツ，ベル
ギー，ハンガリーでも高い評価を受けており，
この点では日本での大学での情報倫理教育

を欧米も参考にするべきではないかと思わ
れる。 
 
欧州共同体では，INSAFE という組織が，情報
教育，特に安全なインターネット利用につい
て，活動を行っている。 
（http://www.saferinternet.org/) 
対象年齢は特定してはいないが，インタビュ
ーでは高校までを想定しているようであっ
た。ここでの教育のうち，日本の大学での情
報倫理教育ではあまり取り上げられていな
い問題は，「人権問題」であった。 
 
次に，インターネットによる調査について報
告する。米国と中国の 20 代前後の若者に対
して，インターネット上で回答をしてもらっ
た。回答者は調査会社にモニターとして 
登録している人々である。 
 
まず米国において以下のような質問による
調査を行った。 
 
あなたの住んでいる州をお答えください。 
 
あなたにとって，インターネットは情報収集
において，どのようなものですか。 
 
あなたはインターネットを利用する際に，セ
キュリティ（簡単なパスワードを使わない，
ウイルス対策をするなど）には注意を払って
いますか。 
 
あなたはインターネット利用上のセキュリ
ティ対策について，どこで学びましたか。 
 
あなたは File sharing software (gnutella
など）を利用することはありますか。 
 
あなたはフィッシング(phishing)について，
注意をしていますか。 
 
あなたにとってSNS (Social Network Service. 
MySpace，Facebook など）の利用は重要です
か。 
 
あなたはインターネットを利用していると
き，著作権を侵害しないように注意していま
すか。 
 
あなたの州で，ネットいじめ（ cyber 
bullying)は問題になっていますか。 
 
あなたは米国の情報倫理団体（例えば，iSafe
や iKeepSafe 等）を知っていますか。 
 
中国での調査では，「州」を「市」に変えた
ほか，設問５，６，１０を変更した。 

http://www.saferinternet.org/


 
ファイル共有ソフト，ダウンロードソフト
（BitTorrent， eDonkey， Thunder（Xunlei/
迅雷），emule(電驢)など）は著作権保護の観
点から利用に注意必要なことを知っていま
すか。 
 
SNS (Social Network Service. Facebook， 校
内網，海内，同楼網，51.com，QZone，360 圏，
若隣，宝宝樹，佳縁 など）の利用はあなた
にとって重要ですか。 
 
インターネットの個人利用で，今後重要にな
るのは何だと思いますか。 
 
以下では特に興味深い設問２，６，８につい
て両国の結果を示す。 
 
（図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に情報倫理行動調査について触れてお
く。国内外で行った情報倫理行動と日常の倫
理行動のアンケート調査については現在分
析中であるが、情報倫理意識と情報倫理行動
との間の高い相関，倫理意識についての性差，
日本学生とヨーロッパの学生の情報倫理行
動の差異など多くの興味深い結果が明らか
になりつつある。 
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